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消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

平
成
二
四
年
四
月
八
日
（
日
）、

春
の
さ
わ
や
か
な
晴
れ
間
の
も
と
三

田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

に
て
「
平
成
二
四
年
三
田
市
消
防
大

会
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
厳
か
な
雰
囲
気
の

中
、
表
彰
及
び
感
謝
状
の
授
与
等
の

式
典
が
行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
三
田

市
富
士
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

よ
る
ド
リ
ル
演
奏
で
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
四
年
一
月
六
日

に
発
団
さ
れ
た
三
田
市
女
性
消
防
団

の
発
足
式
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、「
三

田
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
」
と
い

う
愛
称
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
大
会
終
了
後
、
早
速
兵
庫
消

防
取
材
班
は
三
田
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
こ
と
、
三
田
市
女
性
消
防

団
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
田
市
女
性
消
防
団
の
メ
ン
バ
ー

は
、
女
性
な
ら
で
は
の
力
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
た

い
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
公
報

誌
や
新
聞
等
を
媒
体
と
し
て
集
ま
っ

た
、
二
〇
代
か
ら
五
〇
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。メ

ン
バ
ー
の

中
に
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被

災
地
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て

赴
き
、
自
分
た

ち
の
街
を
自
分

た
ち
で
守
る
必

要
性
を
感
じ
、

自
分
に
出
来
る

こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え

た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
入
団
に

至
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

三
田
市
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
は
、
昼
間

男
性
が
留
守
の
場
合
が
多
く
、
そ
ん

な
中
で
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
女
性
消
防
団
員
の
役
割
は
大
き

い
と
言
え
ま
す
。

そ
ん
な
発
団
し
て
間
も
な
い
三
田

市
女
性
消
防
団
で
す
が
、
既
に
応
急

手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し
て
お

り
、
今
後
は
市
民
に
対
す
る
救
急
講

習
会
の
開
催
や
、
防
火
・
防
災
に
関

す
る
広
報
活
動
な
ど
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
形
を
作
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
他
団
と
の
交
流
に
も
意
欲

的
で
、
他
団
の
活
動
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
三
田
市
女
性
消
防
団
ら
し
い

活
動
の
形
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

最
後
に
県
下
の
消
防
団
員
さ
ん
へ

一
言
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
ま
だ

ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
の
三
田
市
女

性
消
防
団
で
す
が
、
女
性
な
ら
で
は

の
き
め
細
や
か
さ
を
活
か
し
た
活
動

平
成
二
三
年
度
末
で
、
藤
原
雅

人
防
災
監
が
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
前
副
防
災

監
兼
防
災
企
画
局
長
の
杉
本
明
文
氏

が
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
付
で
県

防
災
監
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
杉
本
防
災
監
に
は
、

県
協
会
の
副
総
裁
に
就
任
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
防
災
局
幹
部
紹
介

 

（
平
成
二
四
年
四
月
）

防
災
監 

杉
本　

明
文

防
災
企
画
局
長 

杉
原　

基
弘

災
害
対
策
局
長 

松
原　

浩
二

広
域
防
災
参
事 

上
り
口　

豊

兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
三
階

会
議
室
に
て
平
成
二
四
年
四
月
二
〇

日
（
金
）
に
第
三
〇
回
「
兵
庫
消

防
」
地
区
通
信
員
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

次
号
か
ら
こ
れ
ま
で
の
「
兵
庫
消

防
」
の
紙
面
・
掲
載
内
容
を
大
き
く

見
直
し
、
県
・
県
協
会
及
び
各
支
部

の
事
業
や
そ
の
他
最
新
の
消
防
事
情

等
の
行
政
情
報
等
を
掲
載
す
る
な

ど
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
機
関
紙

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本
年
度
の
地
区
通
信
員
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

（
敬
称
略
）

○
神
戸
地
区

神
戸
市
消
防
局 

藤
森　

栄
二

○
阪
神
地
区

芦
屋
市
消
防
本
部 

丸
岡　

輝
雄

○
東
播
磨
地
区

高
砂
市
消
防
本
部 

西
谷　

昌
則

○
中
播
磨
地
区

姫
路
市
消
防
局 

中
島　

正
明

○
北
播
磨
地
区

加
東
市
役
所 

藤
原　

義
守

○
西
播
磨
地
区

太
子
町
役
場 

大
谷　

康
弘

○
但
馬
地
区

養
父
市
役
所 

宿
南　

丈
治

○
丹
波
地
区

丹
波
市
役
所 

高
見　

卓
也

○
淡
路
地
区

洲
本
市
役
所 

安
岡　

正
吐

防
災
企
画
課
長 

早
金　
　

孝

防
災
計
画
課
長 

高
見　
　

隆

広
域
企
画
室
長 

石
田　

勝
則

復
興
支
援
課
長 

亀
井　

浩
之

災
害
対
策
課
長 

坂
本　

誠
人

訓
練
・
調
整
参
事 

宇
仁　

貫
一

防
災
情
報
室
長 

向
山　

秀
昭

消
防
課
長 

中
井　

弘
慈

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長 

吉
本　

義
幸

学
校
長 

廣
田　
　

脩

に
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

成
長
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

兵
庫
県
の
消
防
団
に
新
し
く
仲
間

入
り
し
た
三
田
市
女
性
消
防
団
、
三

田
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

第
三
〇
回
「
兵
庫
消
防
」

地
区
通
信
員
会
議
開
催

～
「
兵
庫
消
防
」
の
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
～

�

兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

三
田
市
女
性
消
防
団
発
足
!!

杉
本
防
災
監

　
　

県
消
防
協
会
副
総
裁
に
就
任

三田ファイヤーレディースの皆さん

三田ファイヤーレディース発足式

三田市消防大会の様子
協会長表彰伝達
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兵
庫
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
経
験
を

踏
ま
え
、
そ
の
持
て
る
力
を
結
集
し

て
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
の
支
援
活
動

の
全
容
や
派
遣
職
員
が
支
援
活
動
を

通
じ
て
得
た
経
験
・
教
訓
な
ど
を
総

括
し
、
近
い
将
来
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
自

治
体
へ
の
効
果
的
な
支
援
や
本
県
が

被
災
し
た
場
合
の
他
自
治
体
等
か
ら

の
支
援
に
対
す
る
円
滑
な
受
援
に
生

か
す
た
め
、記
録
誌
を
取
り
ま
と
め
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

し
た
。

今
後
の
災
害
の
備
え
と
し
て
皆
様

の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

【
記
録
誌
の
構
成
】

第
一
章

東
日
本
大
震
災
の
被
害
概
要

第
二
章

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
体
制

第
三
章

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援

第
四
章

資
料
編

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

kk41/faq/higashinihonn1.htm
l

消
防
庁
に
お
い

て
、
火
災
予
防
啓
発

ビ
デ
オ
「
地
震
火
災

か
ら
命
を
守
る
た
め

に
」
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
の
内

容
は
、
住
宅
内
に
お

い
て
実
際
に
発
生
し

た
製
品
・
器
具
及
び

可
燃
物
の
転
倒
・
落

下
、
通
電
時
の
出
火

等
、
地
震
に
起
因
し

て
発
生
し
た
火
災
を

再
現
す
る
実
験
を
行

い
、
火
災
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
及
び
そ
の

予
防
方
法
等
に
つ
い

て
、
映
像
と
専
門
家

の
解
説
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
内

容
の
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
各
消
防
機

関
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
自
由

に
視
聴
及
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
映
像

資
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.fdm

a.go.jp/
htm

l/life/yobou_contents/
m

aterials/m
ovie/m

ov9.htm
l

本
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
の
ペ
ー
ジ

は
、
平
成
一
三
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
以
来
、
皆
さ
ま
に
も
積

極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

六
二
あ
る
県
内
の
消
防
団
ご
と
に
、

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
広
く

一
般
の
方
々
に
消
防
団
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
市
町
消
防
団
事
務
局
を

通
じ
て
、
各
消
防
団
の
ペ
ー
ジ
の
更

新
・
新
設
の
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ペ
ー
ジ
の
更
新
・
新
設
を
希
望
さ

れ
る
消
防
団
は
Ｐ
Ｒ
記
事
や
写
真
等

を
消
防
協
会
事
務
局
ま
で
ご
提
供

く
だ
さ
い
。（
団
独
自
で
ペ
ー
ジ
を

東
日
本
大
震
災
　

兵
庫
県
の
支
援
　
一
年
の
記
録

�

兵
庫
県

火
災
予
防
啓
発
ビ
デ
オ

「
地
震
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
」
の
制
作
・
発
表

�

消
防
庁

開
設
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

リ
ン
ク
先
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。）

今
後
と
も
、
当
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
各
消
防
団
に

お
け
る
ご
意
見
、
情
報
提

供
等
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
消
防
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.

hyogoshoubou.jp/

住宅再建共済制度

年額 5,000円

【共済負担金】 【共済給付金】

給付金 給付対象 給付額 

再建等 
給付金 

全壊・大規模半壊・半壊
で建替・再建 

６００万円

補修 
給付金 

全壊で補修 ２００万円

大規模半壊で補修 １００万円

半壊で補修 ５０万円
居住確保 
給付金

全壊・大規模半壊・半壊で補修をせず
賃貸住宅に入居した場合等

１０万円

(注)１県外で再建・購入の場合は給付額は 1/2 

  ２賃貸住宅等は、県内での再建等のみに給付し、居住安定確保給

付金は給付対象となりません。 

住宅所有者が加入

※　マンションの共用部分について、管理組合が１棟単位で加入できる制度もございますので、下記までお問い合わせください。

住宅再建共済制度

年額 15,000円

【共済負担金】 【共済給付金】

給付金 給付対象 給付額 

家財再建
共　　済
給 付 金

住宅が全壊で家財を
補修・購入 ５０万円

住宅が大規模半壊で
家財を補修・購入 ３５万円

２５万円住宅が半壊で家財を
補修・購入

１５万円住宅が床上浸水で家財を
補修・購入

(注)住宅再建共済制度加入者は、共済負担金年額1,000円/戸と
　　なります。

住宅所有者、賃借人が加入

皆さん、「フェニックス共済」への加入はお済みですか？この制度は

兵庫県が阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、創設したものです。 

平成２１年８月の台風第９号の豪雨災害では、制度創設以来、初給付を

行い、被災加入者から住宅再建に役立ったとの喜びの声が届いています。

いざというときのわが家の安全・安心のためにも、ぜひご加入ください。

 公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　神戸市中央区下山手通5丁目10番1号　　℡（０７８）３６２-９４００ （専用電話　平日9:00～17:00）

こ
ん
に
ち
は
「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
で
す

「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
の
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
つ
い
て

県
消
防
協
会
事
務
局

がんばろう東北ロゴ
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豊
岡
市
の
め
ざ
す
ま
ち
の
将
来
像

は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う
ふ

る
さ
と
」
で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ

私
が
洲
本
市
消
防
団
に
入
団
し
た

の
は
、
昨
年
の
四
月
の
こ
と
で
す
。

入
団
の
動
機
は
、「
こ
れ
ま
で
生
ま

れ
育
っ
て
き
た
地
元
の
た
め
に
、
少

し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
。」
と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
入
団
を
控
え
た
三
月

一
一
日
に
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
が

　

洲
本
市
消
防
団

 

米
田　

瑞
穂

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、「
も

し
洲
本
市
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に

陥
っ
た
と
き
、
今
の
自
分
は
何
か
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
う
い
不
安

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
以
降
、
そ

の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
ま
ま
消
防

活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

こ
と
が
き
っ
か
け
で
私
の
気
持
ち
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
八
月
、
仕
事
の
関
係
で
、

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
南
三
陸
町

に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の

住
居
の
手
配
や
補
助
申
請
の
受
付
な

ど
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、多
く
の
方
か
ら「
遠

い
と
こ
ろ
か
ら
手
伝
い
に
来
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
形
で

も
、
被
災
者
の
方
々
の
力
に
な
れ
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
「
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
す
る
」
と
い
う
事

を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
消
防
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
ま
だ
半
人
前
で
す

が
、
今
後
多
く
の
知
識
や
技
術
を
身

に
付
け
、
地
域
の
防
災
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
消
防
団
員
に
、
一
日
で
も

早
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
五
年
四
月
一
日
に

旧
朝
来
町
消
防
団
に
入
団
し
、
本
年

で
三
二
年
の
団
歴
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
朝
来
郡
四
町
が
合
併
し
、
朝

来
市
消
防
団
が
結
成
さ
れ
、
旧
町
単

位
に
支
団
制
を
と
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

私
の
入
団
の
き
っ
か
け
は
旧
朝
来

町
役
場
に
奉
職
し
、
そ
の
ま
ま
役
場

職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
「
特
設
分

佐
用
町
消
防
団
は
松
田
消
防
団

長
を
筆
頭
に
四
二
分
団
、
団
員
数

一
〇
九
五
人
で
組
織
さ
れ
、
住
民
の

五
・
六
％
が
消
防
団
員
で
防
災
の
要

と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

団
の
信
条
は
、
松
田
団
長
が
口
癖

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
佐

用
町
消
防
団
は
ひ
と
つ
」
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
、
佐
用
郡
四
町
の
合
併
と

と
も
に
消
防
団
も
合
併
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
あ
る
団
活
動
か
ら
新
た
に

佐
用
町
消
防
団
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
消
防

団
の
原
点
に
返
り
、
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
と
安
心
を

堅
持
す
る
た
め
に
は
「
団
員
各
位
の

確
固
た
る
意
思
と
決
意
、
そ
し
て
団

と
し
て
の
統
一
し
た
信
念
が
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
発
し
て
お

り
ま
す
。

心
ひ
と
つ
と
な
っ
た
消
防
団
の
今

年
度
の
活
動
は
、
防
火
パ
レ
ー
ド
・

中
継
訓
練
、
礼
式
訓
練
、
水
防
講
習

団
」
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

特
設
分
団
は
役
場
敷
地
内
に
機
具
庫

も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
自
動
車
ポ
ン
プ

車
も
備
え
ら
れ
て
お
り
、
常
備
消
防

と
非
常
備
消
防
の
中
間
的
な
存
在

で
、
い
ざ
有
事
の
際
に
は
公
務
中
で

も
職
員
は
団
員
に
早
変
わ
り
し
、
現

場
に
馳
せ
参
じ
て
活
動
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

若
か
り
し
頃
は
、
現
場
に
到
着
す

る
と
真
っ
先
に
筒
先
を
持
ち
放
水
体

制
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、
年
数
の

経
過
と
、
役
が
変
わ
る
に
つ
れ
、
団

員
の
安
全
を
第
一
に
考
え
現
場
指
揮

を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
場

出
動
し
た
以
上
は
必
ず
怪
我
な
く
機

庫
に
帰
す
こ
と
が
与
え
ら
れ
た
使
命

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に

公
務
支
援
で
宮
城
県
山
元
町
に
派
遣

さ
れ
た
と
き
に
、
庁
舎
の
裏
に
津
波

会
、
年
末
火
災
特
別
警
戒
、
等
々
積

極
的
に
活
動
を
行
い
ま
す
。

本
年
は
操
法
大
会
開
催
の
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
各
支
団
に
よ
る

操
法
大
会
を
経
て
、
町
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

消
防
団
に
必
要
な
全
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
凝
縮
さ
れ
た
操
法
で
よ
り
い
っ

そ
う
の
高
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
は
消
防
団
＝
消
火
活
動

だ
け
で
は
な
く
、
平
成
二
一
年
に
襲

来
し
た
台
風
九
号
に
よ
る
水
害
か
ら

は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応

す
る
為
の
知
識
と
技
能
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
、「
佐
用
町

消
防
団
」
と
い
う
活
動
服
に
刻
ま
れ

た
エ
ン
ブ
レ
ム
を
見
れ
ば
ス
ー
パ
ー

マ
ン
に
等
し
い
安
心
感
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。

今
後
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
団

員
個
々
の
技
術
習
得
の
機
会
を
団
と

し
て
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

心
配
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
の
方
法
、
避
難
の
誘
導
方

法
等
々
を
考
え
て
い
ま
す
。

仕
事
の
傍
ら
こ
れ
ら
の
技
術
習
得

に
費
や
す
時
間
は
大
変
貴
重
で
は
あ

り
ま
す
が
、
非
常
勤
の
公
務
員
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て

の
責
務
を
果
た
せ
る
よ
う
「
消
防
団

が
ひ
と
つ
」
と
な
っ
て
努
め
て
参
り

ま
す
。

�

�
団
員
の
安
全
を
求
め
て

　

朝
来
市
消
防
団
副
団
長

北
垣　

利
晃

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員
〈48〉

に
よ
り
無
残
に
破
壊
さ
れ
た
消
防
車

両
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
に
痛
切

に
感
じ
ま
し
た
。
殉
職
さ
れ
た
団
員

は
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
無
念
に
も
家
族

の
元
に
は
帰
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
二
度
と
な
い

よ
う
に
団
員
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
幹
部
と
し
て
の
務
め
と
感
じ
ま

し
た
。

昨
今
の
災
害
は
予
期
せ
ぬ
こ
と
ば

か
り
で
現
場
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
災
害
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。
そ

の
気
持
ち
で
日
々
訓
練
や
、
機
器
の

整
備
、
地
理
の
把
握
等
々
、
工
夫
と

知
恵
を
は
た
ら
か
せ
な
が
ら
地
域
防

災
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。
団
員
確
保
や
団
員
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
み
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、「
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
」

は
普
遍
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

得
た
経
験
を
大
切
に
し
、
地
域
住
民

の
「
絆
」
を
大
事
に
し
、
消
防
団
活

動
に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
温
厚
篤
実
」

　

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

吉
岡　

忠
次
朗

�

佐
用
町
消
防
団
は
ひ
と
つ

佐
用
町
消
防
団

○186

ン
ボ
ル
と
し
、
世
界
の
人
々
か
ら
尊

敬
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
「
小
さ
な
世

界
都
市
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

吉
岡
団
長
は
、
昭
和
四
三
年
六
月

に
入
団
さ
れ
、
平
成
二
三
年
四
月
か

ら
団
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

穏
や
か
な
「
吉
岡
丸
」
の
出
航
を

期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
年

の
十
月
に
は
、「
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
」
出
場
と
い
う
大
事
業
が
控

え
て
お
り
、
就
任
早
々
、
落
ち
着
く

間
も
な
く
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
突
っ

走
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。吉

岡
団
長
は
、
非
常
に
真
面
目
で

部
下
想
い
の
温
厚
な
性
格
の
方
で

す
。
副
分
団
長
時
代
に
は
将
来
の
分

団
の
事
を
考
え
辞
表
を
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
頑
と
し
て
受
け
付
け
て
も

ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
持
ち
で
す
。
こ
の
行
動
は
、
自

ら
の
事
よ
り
他
の
人
の
事
を
念
頭
に

お
か
れ
て
い
る
現
れ
で
あ
り
、
多
く

の
団
員
か
ら
尊
敬
を
集
め
る
理
由
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
か
ら
五
年
間

に
わ
た
り
、
市
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
葡
萄
部
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
消
防
団
活
動
以
外
に
も
地
域
社

会
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

吉
岡
団
長
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

「
豊
岡
ぶ
ど
う
」
は
ひ
ょ
う
ご
安
心

ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
大

変
、
美
味
し
い
葡
萄
で
す
。
是
非
、

機
会
が
あ
れ
ば
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

団
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
一
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
本
当
に

激
務
の
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
、
健
康
に
は
十
分
ご

留
意
い
た
だ
き
（
特
に
腰
に
は
）、

豊
岡
市
、
ま
た
豊
岡
消
防
団
の
益
々

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共

済
基
金
か
ら
平
成
二
四
年
度
に
お
い

て
も
、
消
防
団
員
の
公
務
災
害
防
止

に
取
り
組
む
市
町
を
支
援
す
る
た
め

に
安
全
装
備
品
整
備
等
助
成
事
業
及

び
公
務
災
害
防
止
研
修
事
業
を
実
施

す
る
旨
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

各
種
事
業
要
領
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１　

安
全
装
備
品
整
備
等
助
成
事
業

①
趣
旨消

防
団
員
の
活
動
に
係
る
安

全
装
備
品
の
整
備
、
健
康
診
断

の
実
施
等
を
実
施
す
る
市
町
に

対
し
て

吹
く
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

三
田
市
消
防
大
会
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
各
地
で
増

え
つ
つ
あ
る
女
性
消
防
団
員
で
す
が
、

三
田
市
に
お
い
て
も
女
性
消
防
団
が

発
足
さ
れ
、
新
た
な
風
が
吹
き
始
め

ま
し
た
。
新
た
に
入
団
さ
れ
た
方
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
区
か
ら
も
多
数

の
寄
稿
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
次
号
よ
り
各
コ
ー
ナ
ー
を

刷
新
し
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
県
・
県
協
会
・

各
支
部
の
事
業
や
消
防
・
防
災
情
報

の
充
実
し
た
機
関
紙
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
顧

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 【

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
の
た
め

「
兵
庫
消
防
」
六
月
号
は
休
刊

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

助
成
金
を
交
付
す
る
事
業

②
助
成
メ
ニ
ュ
ー

別
表
に
掲
げ
る
も
の

③
助
成
条
件

新
規
の
整
備
等
事
業
を
対
象

と
し
、
更
新
は
対
象
外

④
助
成
金
額

一
〇
〇
万
円
を
上
限

２　

公
務
災
害
防
止
研
修
事
業

ア　

安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

①
趣
旨

消
防
団
員
の
安
全
管
理
と
健

康
管
理
の
重
要
性
の
認
識
及
び

理
解
を
促
進
し
、
消
防
団
員
全

体
へ
の
普
及
家
発
を
図
る

②
助
成
経
費

・
参
加
者
が
一
〇
〇
人
以
下

　

二
〇
万
円
ま
で

・
参
加
者
が
一
〇
〇
人
以
上

　

三
〇
万
円
ま
で

イ　

Ｓ
―
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修

①
趣
旨

消
防
団
活
動
時
に
お
け
る
危

険
を
予
知
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
能
力

を
養
成
す
る

②
助
成
金
額

三
〇
万
円
を
上
限

昔
、
網
干
の
地
は
、「
宇う

す
き
の
つ

須
伎
津
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
津
」
は
港
で
、
港
に
あ
る
お
社

な
の
で
「
津つ

の
宮み

や
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
里
人
は
、
漁
師

や
海
女
と
し
て
魚
や
貝
、
海
藻
な
ど

を
取
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
「
放

ほ
う
じ
ょ
う
え

生
会
」（
生
き
物
を

放
つ
儀
式
）
が
伝
わ
り
、
漁
師
や
海

女
た
ち
は
、
こ
の
日
一
日
は
、
網
を

干
し
て
「
津
の
宮
」
に
お
参
り
し
、

日
ご
ろ
の
殺
生
の
お
詫
び
と
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
、
お
祭
り
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
、
里
人
た

ち
は
「
網
干
し
祭
り
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
網あ

ぼ
し干
祭
り
」
の
い
わ
れ

で
、
地
名
も
「
網
干
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
網
干
」
は
、
姫
路
市
の
南
西
部
、

一
級
河
川
「
揖
保
川
」
の
河
口
に
位

置
す
る
町
で
す
。

こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
揖
保
川
舟

運
と
瀬
戸
内
海
航
路
の
要
衝
で
あ

り
、
揖
保
川
流
域
の
物
資
の
集
散
地

と
し
て
繁
栄
し
た
港
町
・
商
業
町
で

し
た
。

室
町
期
の
文
安
二
年
（
一
四
四
五

年
）、
兵
庫
北
関
を
通
過
し
た
網
干

船
籍
の
船
は
六
二
隻
と
、
播
磨
国

内
で
は
「
室む

ろ

」（
御
津
町
室む

ろ
つ津

）
に

次
い
で
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。江

戸
期
に
入
る
と
、
揖
保
川
川
運

に
よ
り
龍
野
の
醤
油
、
周
辺
の
農
産

物
等
を
集
積
し
、
海
路
「
大
坂
」
へ

と
運
ば
れ
た
。「
網
干
」
は
、
播
磨

有
数
の
港
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て

い
き
ま
し
た
。

今
回
、紹
介
し
ま
す
「
網
干
」
は
、

揖
保
川
と
播
磨
灘
に
臨
む
「
網
干
区

余よ

こ子
浜は

ま」、「
網
干
区
興お

き

浜は
ま」、「
網

干
区
新し

ん
ざ
い
け

在
家
」
の
三
地
区
で
、
現
在

は
、
工
場
等
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て

だ
い
ぶ
当
時
と
そ
の
姿
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
住
宅
・
商
店
街
地
域
に

伝
統
的
な
建
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
往
時
の
港
町
等
を
偲
ば
せ
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
「
網
干
三
ヶ
村
」
と

呼
ば
れ
た
「
余
子
浜
村
（
横
浜
）」、

「
興
浜
村
（
奥
浜
）」、「
新
在
家
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
支
配
が
異
な
り
、
龍
野
藩

と
讃
岐
丸
亀
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

龍
野
藩
領
新
在
家
村
に
は
、
藩
の

蔵
屋
敷
と
藩
邸
が
置
か
れ
、
興
浜
村

と
余
子
浜
村
は
、
旧
丸
亀
藩
網
干
陣

屋
跡
が
あ
り
、
現
在
、
当
時
の
門
が

復
元
さ
れ
て
、
歴
史
資
料
館
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
陣
屋
跡
の
周
辺
に
は
、
本
瓦

葺
き
の
旧
い
家
屋
や
漆
喰
に
塗
り
込

め
ら
れ
た
土
蔵
な
ど
が
集
中
し
、
町

並
み
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
網
干
」
の
有
力
商
人
の
屋
敷
は
、

網
干
区
余
子
浜
と
網
干
区
興
浜
の
そ

れ
ぞ
れ
揖
保
川
沿
い
に
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

余
子
浜
の
揖
保
川
沿
い
、
船
渡
八

幡
神
社
の
向
か
い
に
建
つ「
加
藤
家
」

は
、
天
領
の
蔵
元
と
し
て
身
分
は
商

人
で
あ
り
な
が
ら
、
名
字
帯
刀
が
許

さ
れ
た
家
柄
で
し
た
。
現
在
も
こ
の

「
加
藤
家
」
の
住
宅
は
、
当
時
の
建

物
を
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
、

ウ　

健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー

①
趣
旨

消
防
団
活
動
時
に
発
生
す
る

脳
血
管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾

患
の
公
務
災
害
防
止
を
図
る
た

め
の
健
康
管
理
知
識
を
習
得
す

る②
助
成
金
額

二
〇
万
円
を
上
限

団
員
一
人
一
人
の
安
全
確
保
と
事

故
防
止
に
、
ぜ
ひ
当
基
金
が
実
施
す

る
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
当
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http;//w

w
w

.syouboukikin.
jp)

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
国
登
録
文
化
財
」、「
姫
路
市
景
観

重
要
建
築
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
興
浜
の
揖
保
川
沿
い
に
残

る
丸
亀
藩
の
陣
屋
近
く
に
異
形
を
は

な
つ
、
木
造
三
階
建
て
の
屋
敷
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
屋
敷
は
、
明
治
初
年
に
建
て

ら
れ
、
大
正
時
代
に
は
、「
網
干
銀

行
頭
取
」
や
「
網
干
町
長
」
を
務
め

た
「
山
本
家
邸
」
で
伝
統
的
な
日
本

建
築
と
洋
風
建
築
が
融
合
し
、
黒
塗

り
の
望
楼
（
三
階
部
分
）
は
、
こ
の

建
物
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、

「
姫
路
市
景
観
重
要
建
築
物
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
付
近
は
、
車
一
台
が

や
っ
と
通
れ
る
小
路
も
多
く
存
在
し
、

当
時
の
趣
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
と
東
側
に
接
す
る
新
在

家
地
区
の
境
界
に
は
、
小
川
が
流
れ
、

一
日
二
回
通
行
を
許
可
さ
れ
る
境
橋

と
い
う
小
さ
な
石
橋
が
唯
一
の
往
来

手
段
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
、
道
路
拡
幅
等
が
行
わ
れ
て

お
り
、残
念
な
が
ら
小
川
は
無
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
橋
は
道
端
に
移
設
さ

れ
、
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
新
在
家
地
区
は
、
一
部
が

商
店
街
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
厨
子

二
階
の
伝
統
的
な
商
家
や
虫
籠
窓
が

あ
る
旧
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま

す
。こ

の
町
並
み
の
北
側
は
、
揖
保
川

の
支
流
の
網
干
川
に
接
し
、
現
在
、

堤
防
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
が
龍
野
醤

油
の
積
み
出
し
港
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、現
在
で
も
「
蔵
」
の
一
部
が
残
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
在
家
に
置
か
れ
た
龍
野

藩
邸
の
遺
構
は
残
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
網
干
小
学
校
が
そ
の

場
所
で
す
。

こ
の
小
学
校
の
南
側
に
「
ダ
イ
セ

ル
化
学
工
業
（
株
）
網
干
工
場
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
敷
地
内
に
は
、

明
治
四
十
一
年
、
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド

人
造
絹
糸
（
株
）
と
し
て
設
立
さ
れ

た
当
時
、
セ
ル
ロ
イ
ド
の
技
術
指
導

の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど

か
ら
招
い
た
技
術
者
の
宿
舎
と
し
て

建
て
ら
れ
た
洋
館
が
あ
り
、
現
在
も

当
時
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、「
姫

路
市
景
観
重
要
建
築
物
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
網
干
の
町
」
の
一

部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に

も
景
観
等
に
優
れ
た
と
こ
ろ
も
数
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
、
歴
史
あ

る
「
網
干
の
町
」
を
ゆ
っ
く
り
と
散

策
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
二
四
年
度
消
防
団
員
安
全

装
備
品
等
助
成
事
業
及
び
消
防

団
員
公
務
災
害
防
止
研
修
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

�

兵
庫
県
消
防
課

　
「
網
干
の
町
」
を
ぶ
ら
り
散
策

姫
路
市
網
干
消
防
団
　
団
長
　
春
木
壽
朗

加藤家住宅長屋門

山本家住宅

加藤家住宅主屋

ダイセル異人館


